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『覆水盆に返らず』または『It is no use crying over spilt milk.』 
 

校 長   我妻 智之 

紀元前１１世紀ごろの話。周の国に、呂尚（りょしょう）と馬氏（ばし）という夫婦がいました。呂尚は読書ばかり

して働かなかったため、妻の馬氏は愛想をつかして実家に帰ってしまいました。ところが、その後、呂尚は周の王

様に見出され、軍師として大出世し「太公望」と呼ばれるようになると、妻は「もう一度やり直したい」と言ってき

ました。それに対し、呂尚はお盆の水をこぼし、「この水を元に戻せたならば、復縁に応じよう」と言ったのです。 

しかし、そんなことはできるはずはありません。呂尚が「お前は自分から出ていったのに復縁を求めてきたが、

こぼした水は盆に戻せない」と断ったという話から、「やってしまったことは、もう取り返しがつかない」という意味

として『覆水盆に返らず（ふくすいぼんにかえらず）』という言葉が今でも残っています。（ちなみに、この呂尚が

魚釣りをしているところに王様と出会ったという逸話から、今でも釣り好きの人のことを「太公望」と呼ぶように

なりました。）この話には「一度やってしまったことはもう取り返しがつかない。」だけでなく、「だからこそ、よく考

えて行動しないといけないよ。」という教訓が込められているので、２０００年以上たった現在でもこの言葉が使

われる場面があるのだと思います。 

 

先日、青葉警察署・少年補導員の方々にご協力いただいて、全校で「携帯安全教室」を行いました。各学年の

状況に合わせた内容となっていて、「ネットで知り合った人とは簡単に会ってはいけない」「自分や他人の個人情

報を載せてはいけない」などと貴重なことを学びました。 

残念なことに、現在の世の中にはインターネットを介したさまざまな問題が発生しています。他の人を中傷した

り、アルバイト先や飲食店での迷惑動画を自らアップロードしたり、闇バイトに簡単にかかわってしまったりと、未

成年が関連する案件も多く発生し、多額の損害賠償を求められたり、警察に逮捕されることも起きているのです

が、自分には関係ないと思っている人も多いのではないでしょうか。しかし、中学生の皆さんであってもスマート

フォンや PCからこうした世界に簡単につながることができるのが今のネット社会です。絶対にあってはいけない

ことなのですが、間違ってでもネット上に載せてしまった画像や情報は、簡単にコピーされ、全世界に広がってし

まうことを止められません。まさに『覆水盆に返らず』なのです。自分が使っている便利な情報端末は、そんなリ

スクも背負っているものなのだと強く自覚してください。また、この点に関しては、基本的にご家庭での指導が一

番重要であると考えます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

さて、この故事成語と同等の意味を持つと言われるのがタイトル後半の英文です。直訳すると「こぼれたミルク

を見て泣いても無駄だ」となります。両方とも液体がこぼれたらもう元には戻せないというところは共通していま

すが、この英文には、「起きてしまったことは仕方がない。」だけでなく「だからこそ、前を向いて次のことをがんば

ろうよ！」という意味合いを感じます。新しいミルクを用意するか、切り替えて他のことに気持ちをむけていくか、自

分で次の行動を起こすことができます。学校内では、自分がミスをしてしまったということがあっても、それですべ

てが否定されることはありません。むしろ「学校とは、安心して失敗できる場所」でありたいと思っています。昨年

度の７月号でも同じ話をしましたが、失敗したことに引きずられずに、自分のプラスの力に変えていきましょう。 

 

私たちは、自分のした行動（過去）に責任をもつ心構えと、これからを前向きに生きる気持ち（未来）を共に見

据えながら、１日１日を大切に生きていかなければなりません。 



「２学年 自然教室を終えて」 
                                    2 学年主任 池田 悠 

 ６月１３日（火）～１５日（木）に２学年が山梨県忍野村方面へ

自然教室に行ってきました。例年の長野からの変更となりました

が、１年生の後半から山梨県忍野村周辺を調べ、事前学習にもしっ

かりと取り組んできました。出発の時に心配されていた雨も降ら

ず、いざ出発。生徒たちにとっても久しぶりの県外への宿泊学習と

いうことでテンションも上がっていました。 

 １日目はコウモリ穴～野鳥の森公園までのウォーキングからスタ

ート。そして広い芝グラウンドでの昼食と学級レク。クラス全体で

盛り上がりました。バスで移動し、忍野八海で入村式。宿の方々と

ご対面して、一緒に忍野八海を散策しながら各宿へ。宿での最初の体験は『ヨモギ団子作り』粉を練っ

てヨモギを入れてさらに練って…アンコをつめる。そして宿の方に蒸してもらったらヨモギ団子完成で

す。夕飯とともにおいしくいただきました。夜のお楽しみ、星空観察は曇り空のためできず…。 

 ２日目は朝食後にお散歩。宿から忍野八海の周りをゆっくりと歩きました。宿に戻った

ら『ほうとう作り』これまた粉から練り上げ、踏み込み、麺棒で生地を伸ばして、切る。

みんなで協力して麺の完成です。宿の方に仕上げてもらい、おいしい「ほうとう」の完成

です。昼食でたくさんいただきました。午後は『魚のつかみ取り』『玉ねぎ収穫』『水族館

見学』の３種類。『魚のつかみ取り』では、みんなが川に入って魚をＧｅｔ。とった魚

は内臓を取り出して竹串にさして焼いて、おいしくいただきました。玉ねぎも新鮮な

ものを収穫させていただき、水族館ではさまざまな魚を見学することができました。

そして場所を移動して、グラウンドへ。学年全員がそろっての学年レク！「ジェン

カ」に始まり、「男女対抗ケイドロ」を終えて、最後は実行委員６名による「アイド

ル」ダンス披露。そこに先生方も加わって盛り上がり、最後は学年全員で。楽しい時間を一緒に過ごす

ことができました。宿に戻ってからは夕飯を食べて、１日の疲れがたまっていたのか早めの就寝。 

 ３日目。宿の方とのお別れを済ませ、牧場へ。牧場では『搾乳体験』『餌やり体験』『バ

ター作り』を体験させてもらいました。つぶらな瞳の牛たちに心奪われつつ、命の大切さ

も改めて実感することができました。この３日間、何とか我慢していた雨ですが最後は我

慢できず…。予定よりも早い帰宅となりました。 

 この３日間を通して、クラスの絆もさらに深めることができました。また、生活ルールや時間を守る

ことの大切さも学びました。これらのことを学校生活の中でも生かしていきましょう。 
 

「３学年 修学旅行を終えて」 
第３学年修学旅行担当 中島 健太 

 ６月６日(火)から６月８日(木)の３日間

長崎へ修学旅行に行きました。 

初日はあざみ野中から羽田空港に移動

し、飛行機で長崎空港まで移動し、最初に

向かった場所は牧島です。そこでは約２５

名乗れるペーロンという大きな船で、学年

でレースを行いました。各クラスとも担任

のたたく太鼓の音頭に合わせて声と力を合

わせ、大きな船を進めていました。ひとつ

のことを全員が真剣に取り組む姿はとても良かったです。 

そのあとはホテルに行き、１日目の最後に、実際に被爆体験された三瀬清一郎さんの話を聞くことが

できました。当時のことを本当に知る方のお話は重いですが、決して忘れてはいけない歴史です。私た

ちはこの経験を次にいかし、繋いでいかないといけません。「平和は世界遺産」という三瀬さんの言葉

を胸に刻み、忘れずにいてほしいと思いました。 

二日目は午前中に平和記念公園にて、平和集会を行いました。その中で、２年生の時から一人一人が

作成してきた折り鶴を献納しました。そこから原爆資料館へ行き、平和学習を行いました。その後、長

崎駅に移動し、長崎市内で班別自主行動を展開しました。長崎は、伝統文化や世界遺産が色濃く残る魅

力ある街です。実際に行き体験することで味わえる雰囲気があったと思います。班別自主行動時の気温



は高く暑い一日でしたが、楽しく過ごすことができまし

た。 

三日目は午前中に大刀洗平和記念館を見学し、改めて

平和の大切さを感じることができました。バスで移動

し、学問の神様「菅原道真」をお祀りする太宰府天満宮

で昼食をとるころには「もう少しこっちにいたい」「まだ

横浜に帰りたくないなー」という生徒の声もちらほら。

福岡空港から飛行機で横浜に戻ってくるという慌ただし

い最終日でした。 

この行事の中の様々な体験を通して、仲間を大切に

し、社会のルールやマナーを尊重して行動することができたのではないかなと思います。 

長崎に行き先を変更して初めての修学旅行でした。保護者の方からも、たくさんのご協力やご助言を

いただき、なんとか実施することができました。ありがとうございました。子どもたちが直接体験した

ものが今後の生活、人生にいかされることを願っています。 

 

 

《令和５年度あざみ野中学校区 学校・家庭・地域連携事業》 

４年ぶりに実行委員会総会が集合形式で開催されました 
 

６月 23 日（金）、本校図書館において「学校・
家庭・地域連携事業実行委員会総会」が行われま
した。 
自治会・民生委員・児童委員の代表の皆さまとい
った地域の方々や、青葉区役所、学区内小学校校
長先生、各校の PTA 委員の皆さまにも来校いた
だき、あざみ野中学校区内の児童・生徒の健全育
成について、それぞれの立場から、情報や意見を
交換することができました。 
 今回、４年ぶりにこうして顔を見合わせてお話
ができ、本当に良かったと思っています。今年は
夏のお祭りなどの地域行事も復活するところが
たくさんあると聞きました。これからも学校・地
域で力を合わせて子どもたちの活動を支援して
いきながら、力を合わせて一緒に育てていきたい
と思います。どうぞよろしくお願いします。 
ありがとうございました。 

（生徒指導専任 入部忠弘） 
 

《教科・部活動の記録》 

【体操部】〈横浜市民スポーツ大会 体操競技中学生の部〉 

女子 跳馬  1 位 ３年生  3 位 ３年生   6 位 ３年生 

平均台 1 位 ３年生  2 位 ３年生   6 位 ３年生 

ゆか  2 位 ２年生  3 位 ３年生    5 位 ３年生 

男子  ゆか  5 位 ２年生 

あん馬 1 位 ３年生 

鉄棒  2 位 ３年生 

 

 

運動部の夏の総体や文化部のコンクールや作品発表が真っ盛りです。 

あざ中生の健闘を祈る！！ 



《スクールカウンセラー》 

本校のスクールカウンセラーは原則として毎週水曜日に来校します。相談は予約制です。学校もしくはひ

だまりルーム直通の電話でご予約ください。ひだまりルーム直通電話 ９０２－５１８０ 

 7 月の来校予定：5 日、12 日 

《留守番電話の設定について》 

本校では下記の通り、勤務時間外の留守番電話対応を行っています。ご理解とご協力をよろしくお願いし

ます。なお、留守番電話は録音機能がございませんのでご承知おきください。 

【課業日】 １９時～翌朝７時００分 留守電対応 

【休業日（土曜日、日曜日、祝祭日等）及び閉庁日】 全日留守電対応 

 

 

《メール配信について》 

メール配信システムへの登録にご協力いただきありがとうございます。 

登録確認メールの配信実施日時は「毎月 15 日 15 時頃」の予定です。登録確認メールが届かない場合やア

ドレス変更等に伴う再登録、その他のご質問はメール配信担当（安喰
あ ぐ い

）までご連絡ください。 

電話 ９０２－４８３６ 

また、ドメイン名（ed.mobile-cm.com）による指定受信設定をお願いいたします。設定方法は各携帯電

話会社の Webページ等をご確認ください。 

 

 

 

 

 

卒業式の日にちが決まりました 

《 令和６年３月 12 日（火） 》です 

 

時程等、詳細が決まり次第さらにご案内させていただきます。 

 

飲料水の自動販売機設置に向けて 
 

昨今の温暖化現象もあり、熱中症が心配な日々が続きます。十分な水分補給が必

要となってきますが、朝持参する水筒だけでは足りなくなる生徒も出てきていま

す。そのため、あざみ野中学校でも飲料水の自動販売機を導入する動きを取ってい

ます。学校から教育委員会や販売業者との連絡を取っているところです。また、生

徒会を中心に、使用のルールやマナーについて、話し合いも進めています。まず

は、1階のところに 1台の設置を考えています。生徒たちのためになるよう活用し

ていきたいと考えています。 


